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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】タッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジ
グ構造の提供。
【解決手段】タッチ式ディスプレーパネルのモジュール
化ジグ構造のモジュール化ジグは、複数の独立したジグ
を収容可能な第一ジグモジュール２０、複数の液晶ディ
スプレーモジュールを収容可能な第二ジグモジュールを
備え、これにより第一ジグモジュール２０の各ジグ内に
はタッチパネル３０を収容し、光学接着剤３２を塗布し
、第二ジグモジュールは傾斜状に設置し、第一ジグモジ
ュール２０に接触するまで垂直に落下させ、第一ジグモ
ジュール２０に接触後は、第二ジグモジュールを引っく
り返し下方へと押し、これにより各タッチパネル３０と
各液晶ディスプレーモジュールは相互に接着する。
【選択図】図６
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　第一ジグモジュール、複数のジグ、複数の定位押さえ板を備え、
　前記第一ジグモジュールは、第一表面を備え、前記第一表面には複数の凹槽を設置し、
前記複数のジグは、前記各凹槽にそれぞれ対応し収容され、しかも上面には収容槽を設置
し、
前記複数の定位押さえ板は、前記各ジグの上面にそれぞれ設置し、しかも前記収容槽と位
置が相対する窓を設置することを特徴とするタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化
ジグ構造。
【請求項２】
　請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造において、前記タ
ッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造のモジュール化ジグは、分離して設置
される第二ジグモジュールを備え、
　前記第二ジグモジュールは前記第一表面に対応し第二表面を備え、
　前記第二表面は、複数の固定槽と収容槽を陥没状に順番に設置し、
　前記第一ジグモジュールは前記第二ジグモジュールに連接し、前記第一ジグモジュール
は水平に設置し、しかも第二ジグモジュールは傾斜状に設置することを特徴とするタッチ
式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造。
【請求項３】
　請求項２記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造において、前記第
二ジグモジュールと前記第一ジグモジュールとの間には、第二ジグモジュールを回転させ
る回転軸を設置し、
前記各固定槽と前記収容槽は、碁盤の目状に排列することを特徴とするタッチ式ディスプ
レーパネルのモジュール化ジグ構造。
【請求項４】
　請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造において、前記各
ジグ上面は、前記収容槽周辺に少なくとも１個の過剰接着剤槽を設置し、前記各定位押さ
え板は、前記各過剰接着剤槽の位置に対応し凸片を設置することを特徴とするタッチ式デ
ィスプレーパネルのモジュール化ジグ構造。
【請求項５】
　請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造において、前記各
ジグ上面の、周辺で角に近い位置には、少なくとも１個の定位柱を設置し、前記定位押さ
え板は、前記定位柱と対応する定位孔を設置することを特徴とするタッチ式ディスプレー
パネルのモジュール化ジグ構造。
【請求項６】
　請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造において、前記各
凹槽は碁盤の目状に排列する凹槽であることを特徴とするタッチ式ディスプレーパネルの
モジュール化ジグ構造。
【請求項７】
　請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造において、前記各
ジグはさらに回転軸、及び前記回転軸を接続する蓋板を備えることを特徴とするタッチ式
ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はジグ構造に関し、特に光学接着剤によりタッチパネルと液晶ディスプレーモジ
ュールを接着する技術で、しかも光学接着の過程において気泡が発生しにくく、大量生産
に有利なタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　IT産業の急速な発展に従い、民生用電子製品は、人々の日常生活における必需品となっ
ている。
民生用電子製品の多くは、よりコンパクトに、よりスリムになっており、特に表示と入力
の２種の技術を結合したタッチ式ディスプレーは、液晶ディスプレーとタッチ入力の機能
を兼ね備えており、各種民生用電子製品の実用性能を大幅に向上させることができる。
【０００３】
　従来のタッチ式ディスプレーパネルの組合せ概略図である図１に示すように、タッチ式
ディスプレーパネル１は、タッチパネル１０と液晶ディスプレーモジュール１１を備える
。
　結合時には、主に、光学両面テープ１２により接着する。
　先ずは、該タッチパネル１０或いは該液晶ディスプレーモジュール１１を接着する。
　図１では、光学両面テープ１２により、先ずタッチパネル１０を接着することとし、説
明する。
　続いて、液晶ディスプレーモジュール１１を光学両面テープ１２上に接着し、このよう
にして該タッチパネル１０と該液晶ディスプレーモジュール１１は接着され、タッチ式デ
ィスプレーパネル１を形成する。
【０００４】
　この際には、カッター、ナイフ等の他の器具により、余剰の光学両面テープ１２を除去
する必要がある。これにより、タッチ式ディスプレーパネル１を回路に結合する時、光学
両面テープ１２が他の電子部品或いは回路等に粘着することを回避可能である。
【０００５】
　しかし、光学両面テープ１２により、該タッチパネル１０と該液晶ディスプレーモジュ
ール１１を接着する上記した方式には、以下のような欠点が存在する。
１．液晶ディスプレーモジュール１１を接着後、光学両面テープ１２が圧力を受け圧迫さ
れても、側辺から溢れ出さないようにしなければならないため、光学両面テープ１２は第
一回接着時に、その側辺とタッチパネル１０の間において、切り揃え、或いは内側へと入
らせる必要がある。よって、サイズの異なるタッチ式ディスプレーパネル１に対しては、
対応するサイズの光学両面テープ１２を準備しなければならない。このため、工場には様
々なサイズの光学両面テープ１２をストックする必要が生じ、工場の使用容積率を低下さ
せてしまっている。
２．光学両面テープ１２は出荷の折には、多くはロール状を呈するため、使用時には、接
着のため、回して適度な長さに伸ばす必要がある。しかも、接着の完了後は、裁断と除去
のステップを経由し、余剰の光学両面テープ１２をタッチ式ディスプレーパネル１周辺か
ら取り除かなければならない。これは、タッチ式ディスプレーパネル１の製造工程を煩瑣
にしており、このため生産のスピードアップは難しい。
３．良好な粘着性と伸展性を備えさせるため、一定の厚みを備える光学両面テープ１２の
透明テープの上面と底面に、それぞれ光学接着剤を塗布する。よって、光学両面テープ１
２の厚みを縮小させることはできず、タッチ式ディスプレーパネル１のライトカップリン
グ効果を低下させ易い。
４．光学両面テープ１２をタッチパネル１０に接着する過程においては、タッチ式ディス
プレーパネル１を平坦な状態に随時保持する必要がある。さもなければ、接着した瞬間に
、気泡或いはしわが生じ、タッチ式ディスプレーパネル１の歩留まりを低下させてしまう
。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案の目的は、使用時の利便性を向上させることができる自動閉鎖機能を備えるフレ
ーム無しヒンジを提供することである。
【０００７】
　上述の目的を達成するため、タッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造は、
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第一ジグモジュールと第二ジグモジュールを備え、それぞれ相対する第一表面と第二表面
を備え、該第一表面には複数の凹槽を設置し、該凹槽に対応し、該第二表面には複数の収
容槽を設置する。
　これにより、複数の独立したジグはタッチパネルをそれぞれ収容可能で、定位押さえ板
で覆った後、該第一ジグモジュールの凹槽内に入れることができ、該タッチパネル上に光
学接着剤を塗布した後、該第二ジグモジュールの収容槽に液晶ディスプレーモジュールを
入れ、該第二ジグモジュールを該第一ジグモジュール上に被せる。
　このようにして、タッチパネルと液晶ディスプレーモジュールは相互に接着され、タッ
チ式ディスプレーパネルを完成し、単一の製造工程において、同時に大量生産を可能とす
る。
【０００８】
　本考案のもう一つの目的は、ライトカップリング効果を向上させることができるタッチ
式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造を提供することである。
【０００９】
　タッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の第一ジグモジュールと第二ジグ
モジュールは、それぞれ相対する第一表面と第二表面を備え、該第一表面には複数の凹槽
を設置し、該各凹槽内にはジグを収容し、該各ジグ内にはタッチパネルを収容し、定位押
さえ板で蓋をし、該第二表面は該各凹槽に対応し複数の収容槽を設置し、該各収容槽内に
は液晶ディスプレーモジュールを入れる。
　これにより該第一ジグモジュールと該第二ジグモジュールを連接する時、該第一ジグモ
ジュールは水平に設置し、該第二ジグモジュールは傾斜状に設置し、該第二ジグモジュー
ルの任意の側辺が該第一ジグモジュールに接触するまで垂直に落下させ、接触すると、該
第二ジグモジュールと該第一ジグモジュールとの間の挟角がゼロになるまで、接触位置よ
り動かす。
　このようにして、該第一ジグモジュールと該第二ジグモジュールとの間の空気を大量に
排除することができ、同時に、該第二ジグモジュールを動かす過程において、さらに気体
を押し出すことができ、これによりタッチパネルと液晶ディスプレーモジュールを光学接
着剤により接着する時、光学接着剤内には気泡が発生せず、ライトカップリング効果と歩
留まりを向上させることができる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１の考案は、第一ジグモジュール、複数のジグ、複数の定位押さえ板を備え、
　前記第一ジグモジュールは、第一表面を備え、前記第一表面には複数の凹槽を設置し、
　前記複数のジグは、前記各凹槽にそれぞれ対応し収容され、しかも上面には収容槽を設
置し、
　前記複数の定位押さえ板は、前記各ジグの上面にそれぞれ設置し、しかも前記収容槽と
位置が相対する窓を設置することを特徴とするタッチ式ディスプレーパネルのモジュール
化ジグ構造としている。
　請求項２の考案は、請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構
造において、前記タッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造のモジュール化ジ
グは、分離して設置される第二ジグモジュールを備え、
　前記第二ジグモジュールは前記第一表面に対応し第二表面を備え、
　前記第二表面は、複数の固定槽と収容槽を陥没状に順番に設置し、
　前記第一ジグモジュールは前記第二ジグモジュールに連接し、前記第一ジグモジュール
は水平に設置し、しかも第二ジグモジュールは傾斜状に設置することを特徴とするタッチ
式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造としている。
　請求項３の考案は、請求項２記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構
造において、前記第二ジグモジュールと前記第一ジグモジュールとの間には、第二ジグモ
ジュールを回転させる回転軸を設置し、
前記各固定槽と前記収容槽は、碁盤の目状に排列することを特徴とするタッチ式ディスプ
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レーパネルのモジュール化ジグ構造としている。
　請求項４の考案は、請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構
造において、前記各ジグ上面は、前記収容槽周辺に少なくとも１個の過剰接着剤槽を設置
し、前記各定位押さえ板は、前記各過剰接着剤槽の位置に対応し凸片を設置することを特
徴とするタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造としている。
　請求項５の考案は、請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構
造において、前記各ジグ上面の、周辺で角に近い位置には、少なくとも１個の定位柱を設
置し、前記定位押さえ板は、前記定位柱と対応する定位孔を設置することを特徴とするタ
ッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造としている。
　請求項６の考案は、請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構
造において、前記各凹槽は碁盤の目状に排列する凹槽であることを特徴とするタッチ式デ
ィスプレーパネルのモジュール化ジグ構造としている。
　請求項７の考案は、請求項１記載のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構
造において、前記各ジグはさらに回転軸、及び前記回転軸を接続する蓋板を備えることを
特徴とするタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造としている。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案のタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造によって、タッチ式ディ
スプレーパネルを大量に生産することができ、しかも光学接着剤中に気泡が発生しにくい
。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図２、図３は本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構
造の立体分解図と一部の部品の俯瞰図である。
　図に示すように、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジ
グ構造は、モジュール化ジグ２を備える。
　モジュール化ジグ２は、第一ジグモジュール２０、第一ジグモジュール２０内に設置す
る複数のジグ２１、ジグ２１上面に結合する複数の定位押さえ板２２、第一ジグモジュー
ル２０に蓋をする第二ジグモジュール２３を備える。
　第一ジグモジュール２０は第一表面２００を備え、碁盤の目状に排列する複数の凹槽２
０１を陥没状に設置する。
　各ジグ２１は、上面にそれぞれ収容槽２１０を陥没状に設置し、収容槽２１０周辺には
１個以上の過剰接着剤槽２１１を設置する。
　各ジグ２１の上面周辺の角位置には、１個以上の定位柱２１３を設置する。
　タッチ式ディスプレーパネルの組み立て時には、収容槽２１０は主にタッチパネルを収
容する。
　各定位押さえ板２２は窓２２０を備え、しかも相互に対応する凸片２２１を内側へと延
伸する。
　各定位押さえ板２２周辺の角位置には、１個以上の定位孔２２２を設置する。
　本実施形態では、各定位押さえ板２２は、各ジグ２１の上面にそれぞれ設置し、しかも
収容槽２１０の位置に対応する窓２２０を設置する。
　第二ジグモジュール２３は、第二表面２３０を備える。
　第二表面２３０には、碁盤の目状に排列する複数の固定槽２３１を陥没状に設置する。
　各固定槽２３１内には、それぞれ収容槽２３２を陥没状に設置する。
　タッチ式ディスプレーパネルの組み立て時には、収容槽２３２は主に液晶ディスプレー
モジュールを収容する。
【００１３】
　図４は、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の
作動概略図一であり、図５は、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジ
ュール化ジグ構造の作動概略図二である。
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　図に示すように、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジ
グ構造では、タッチ式ディスプレーパネルの組み立て時、先ず、タッチパネル３０をジグ
２１の収容層２１０に収容し、定位押さえ板２２によりジグ２１の上面に蓋をする。
　これによりジグ２１の各定位柱２１３は、定位押さえ板２２の対応する定位孔２２２を
貫通し、このようにしてジグ２１は第一ジグモジュール２０の凹槽２０１中にそれぞれ設
置される。
　上記した過程においては、先ず、第一ジグモジュール２０の凹槽２０１内にジグ２１を
入れ、次にタッチパネル３０を、順番にジグ２１の収容層２１０に入れ、定位押さえ板２
２がジグ２１上面に蓋をしても良い。
【００１４】
　図６は、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の
作動概略図三であり、図７は、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジ
ュール化ジグ構造の作動概略図四である。
　光学接着剤３２をタッチパネル３０上に塗布し、第二ジグモジュール２３の各収容槽２
３２内に液晶ディスプレーモジュール３１を入れる。
　次に、第二ジグモジュール２３を引っくり返させる。
　これにより第二ジグモジュール２３の第二表面２３０を、第一ジグモジュール２０の第
一表面２００に被せることができ、このようにしてタッチパネル３０と液晶ディスプレー
モジュール３１は相互に接着される。
【００１５】
　図８は、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の
作動概略図五であり、図９は、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジ
ュール化ジグ構造の作動概略図六であり、図１０は、本考案実施形態によるタッチ式ディ
スプレーパネルのモジュール化ジグ構造の作動概略図七である。
　上記したように、第二ジグモジュール２３を第一ジグモジュール２０に被せる時、先ず
、第一ジグモジュール２０を水平状態に置き、第二ジグモジュール２３は傾斜状態とする
。
　すなわち、第一ジグモジュール２０の第一表面２００と第二ジグモジュール２３の第二
表面２３０との間に、９０度未満の挟角を形成する。
　第二ジグモジュール２３はこの傾斜状態を保持しながら、垂直落下を開始する。
　第二ジグモジュール２３の任意の側辺が、第一ジグモジュール２０に接触すると、第二
ジグモジュール２３の第二表面２３０と第一ジグモジュール２０の第一表面２００との間
の挟角がゼロになるまで、接触位置を円心とし、第二ジグモジュール２３を回転させる。
【００１６】
　上記した過程において、同時に図３、図４に合わせて示すように、第二表面２３０は第
一表面２００に完全に接着し、各ジグ２１上面の定位押さえ板２２は、第二ジグモジュー
ル２３の各固定槽２３１中に入る。
　すなわち、第二ジグモジュール２３の収容層２３２内の各液晶ディスプレーモジュール
３１は、定位押さえ板２２の窓２２０を経由し、光学接着剤３２に接触する。
　このようにして、タッチパネル３０と液晶ディスプレーモジュール３１の相互接着を完
成する。
　続いて、高圧をかけ、第二表面２３０を第一表面２００に緊密に接着させ、さらに焙焼
固化等の方式を経て、光学接着剤３２が完全に固化し乾燥すると、タッチ式ディスプレー
パネルの組み立てを完成とすることができる。
　上記した過程において、第二ジグモジュール２３は主に、真空吸引等の方式により、液
晶ディスプレーモジュール３１を収容層２３２に定位し、第二ジグモジュール２３を引っ
くり返す時、液晶ディスプレーモジュール３１が緩み落下する恐れを払拭することができ
る。
【００１７】
　図２、及び本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルにおいて、第二実施形態
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の立体図である図１１に示すように、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネル
の第二実施形態は、モジュール化ジグ２を備える。
　モジュール化ジグ２は、第一ジグモジュール２０と第二ジグモジュール２３を備える。
　第一ジグモジュール２０と第二ジグモジュール２３との間には、回転軸２４を設置する
。
　これにより、第二ジグモジュール２３を第一ジグモジュール２０に被せる時、回転軸２
４を円心とし、直接持ち上げ第一ジグモジュール２０に被せることができる。
【００１８】
　図１２は、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルにおいて、第三実施形態
の立体図である。
　図に示すように、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルの第三実施形態は
、モジュール化ジグ４を備え、独立させ単独で使用することができる。
　モジュール化ジグ４は第一ジグモジュール４０、第一ジグモジュール４０に結合する複
数の定位押さえ板４１、第一ジグモジュール４０に蓋をすることができる第二ジグモジュ
ール４２、第一ジグモジュール４０と第二ジグモジュール４２に連接する回転軸４３を備
える。
　第一ジグモジュール４０は第一表面４００を備え、収容槽４０１を陥没状に設置する。
　収容槽４０１周辺には１個以上の過剰接着剤槽４０２を設置する。
　第一表面４００周辺の角位置には、１個以上の定位柱４０３を設置する。
　タッチ式ディスプレーパネルの組み立て時には、収容槽４０１は主にタッチパネルを収
容する。
　定位押さえ板４１は窓４１０を備え、しかも相互に対応する凸片４１１を内側へと延伸
する。
　各定位押さえ板４１周辺の角位置には、１個以上の定位孔４１２を設置する。
　第二ジグモジュール４２は、第二表面４２０を備える。
　第二表面４２０には、固定槽４２１を陥没状に設置する。
　各固定槽４２１内には、それぞれ収容槽４２２を陥没状に設置する。
　タッチ式ディスプレーパネルの組み立て時には、収容槽４２２は主に液晶ディスプレー
モジュールを収容する。
【００１９】
　同時に、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルにおいて、第三実施形態の
概略図である図１３に示すように、上記した構成部材の作動時には、先ず、タッチパネル
３０を第一ジグモジュール４０の収容槽４０１内に入れ、第一表面４００上を定位押さえ
板４１で覆う。
　これにより定位押さえ板４１の各定位孔４１２には、第一表面４００の各定位柱４０３
が貫通し、定位を形成する。
　続いて、第二ジグモジュール４２の収容槽４２２内に、液晶ディスプレーモジュール３
１を入れる。
　次に、光学接着剤３２をタッチパネル３０に塗布し、回転軸４３により第二ジグモジュ
ール４２を回転させ、液晶ディスプレーモジュール３１をタッチパネル３０に接着させる
。
　上記した過程の完了後、続いて焙焼等のステップを経て、光学接着剤３２が完全に固化
し乾燥すると、タッチパネル３０と液晶ディスプレーモジュール３１の組み立てを完成と
することができる。
【００２０】
　上記したように、本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジ
グ構造は、従来の技術と比較し、以下の特徴と効果を備える。
１．第一ジグモジュール２０と第二ジグモジュール２３は、それぞれ碁盤の目状に排列し
、複数の、しかも相対する凹槽２０１と収容槽２３２を設置するため、複数のジグ２１を
同時に入れることができ、各ジグ２１は、タッチパネル３０の収容を完成させる過程の後
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、直接液晶ディスプレーモジュール３１を第二ジグモジュール２３に入れることができ、
続いて、タッチパネル３０と液晶ディスプレーモジュール３１の接着動作を行うことがで
きるため、単一の生産と組み立てしか行えない従来の技術に比べ、大量かつ迅速に生産を
行うことができる。
２．第二ジグモジュール２３を第一ジグモジュール２０に被せる時、傾斜角度の垂直落下
を採用するため、接触の過程において、第一表面２００と第二表面２３０の間の気体は徐
々に排出され、同時に、第二ジグモジュール２３の任意の側辺が第一ジグモジュール２０
に接触する時、第二ジグモジュール２３は傾斜状態であるため、完全に密着するまで動か
す行程が比較的短い。垂直から水平にまで動かすため、気体の排除ができず、光学接着剤
により接着する時に気泡が生じ、ライトカップリング効果を低下させていた従来の技術に
比べ、大きな進歩を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】従来のタッチ式ディスプレーパネルの組合せ概略図である。
【図２】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の立
体分解図である。
【図３】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造一部
部品の俯瞰図である。
【図４】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の作
動概略図一である。
【図５】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の作
動概略図二である。
【図６】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の作
動概略図三である。
【図７】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の作
動概略図四である。
【図８】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の作
動概略図五である。
【図９】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の作
動概略図六である。
【図１０】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルのモジュール化ジグ構造の
作動概略図七である。
【図１１】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルにおいて、第二実施形態の
立体図である。
【図１２】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルにおいて、第三実施形態の
立体図である。
【図１３】本考案実施形態によるタッチ式ディスプレーパネルにおいて、第三実施形態の
概略図である。
【符号の説明】
【００２２】
１　タッチ式ディスプレーパネル
１０　タッチパネル
１１　液晶ディスプレーモジュール
１２　光学両面テープ
２　モジュール化ジグ
２０　第一ジグモジュール
２００　第一表面
２０１　凹槽
２１　ジグ
２１０　収容槽
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２１１　過剰接着剤槽
２１３　定位柱
２２　定位押さえ板
２２０　窓
２２１　凸片
２２２　定位孔
２３　第二ジグモジュール
２３０　第二表面
２３１　固定槽
２３２　収容槽
２４　回転軸
３０　タッチパネル
３１　液晶ディスプレーモジュール
３２　光学接着剤
４　モジュール化ジグ
４０　第一ジグモジュール
４００　第一表面
４０１　収容槽
４０２　過剰接着剤槽
４０３　定位柱
４１　定位押さえ板
４１０　窓
４１１　凸片
４１２　定位孔
４２　第二ジグモジュール
４２０　第二表面
４２１　固定槽
４２２　収容槽
４３　回転軸
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